
 

 

 

緊急発表（告知）  

 

湿疹の非営利法人（ITSAN）は、治療が原因で悪化し拡大する“湿疹”という見落とされている

状況に新しい光を照らすことに努めます。 

連絡先：ケリー・パレス 321.704.9304  WEB サイト:itsan.org  メール：:Kelly@ITSAN.org 

 

米国フロリダ州インディアンハーバービーチ（2012 年、6月 27日） 

非営利慈善法人 ITSANはステロイド外用剤依存症という世界的な健康危機と闘うという使命を帯びています。組織の

主たる目標は、ステロイド外用剤と悪化する湿疹との相関性についての情報を湿疹患者に届けることです。ステロイド

外用剤は湿疹の治療のために使用される主たる薬剤です。 

 

「30年間の診療で、私は最初から湿疹があった 10歳代または成人早期の若者 2,000人以上の患者を診てきた。各患

者はコルチゾン（ステロイド）クリームの使用を始めました。初期の投与量や強度ではもはや効かなくなった時、彼らは

さらに強い薬剤をもっと頻繁に使用するように処方されました。さらに、しばしばコルチゾン（ステロイド）の錠剤や注射

が投与されました」と、ラパポーと医師は述べています。 

 

「すべての症例においてステロイド剤の中止を決めたら、なんと驚いたことに 1年から 3年で彼らは全て治癒しました。 

しかしながら、それぞれの症例において患者は苦痛と衰弱を伴う離脱症状を経験しました。腫れて、滲出液が出て、

彼らは就学や就労が困難となり、掻き続けて、不眠になりました；私たちは彼らをステロイドを中止させて、他の薬物治

療で支援しなけばなりませんでした」とラパポーと医師は明言しました。 

 

ITSANの代表で共同創設者のケリーパレスは 2009年にステロイド外用剤依存症により引き起こされたステロイド誘発

性湿疹と診断されました。ケリーは自身の回復を記録に留め、ステロイド外用剤に関する危険性を人々に警告するた

めにウエブサイトを立ち上げました。ウエブサイトを始めて以来、10万を超えるアクセスがありました。 

 

「私は頼んでもいないのに全身の湿疹に危険が迫るほど塗られました。コルチコイド（ステロイド）を繰返し投与され、

そして私ができることは他に何もないと言われてしまいました。 私の命を救ってくれたラパポーと医師の記事を見つけ

るまで悪化の一途でした」と、ITSAN代表のケリー・パレスは言っています。 

 

ケリーはインターネットを通して、彼女のように何千人もの人々が同じ“不治の”症状の湿疹にかかっていることを知り

ました。ステロイド外用剤の塗布を中止したら、皮膚は突発的に炎のように、焼けて赤くなります。「一旦、各個人が正

確な脱ステロイド症状を描いている研究論文を知ったら、治癒が間近であることがわかります」と、ケリー・パレスは言

いました。 

 



ITSANのゴールはこの医学的問題について湿疹患者を教育することを含みます。ステロイド外用剤依存症について

より幅広い医学界内でもっと多くの認知を得ること。よりよく患者に注意勧告するためのステロイド外用剤のラベ

ルの変更、そして常時監視され、苦痛の少ない脱ステロイド過程患者のための治療の選択肢。 

 

ケリー・パレスはまだ苦しんでいる人々への大きい望みを持っています。「私たちはあなたが苦しんでいるのでし

たら、ITSANの資源と私たちの世界的な支援グループのコミュニティーから必要とする救いと支援を得ることを望

みます。 
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連絡マーヴイン・ラパポート医師と彼のステロイド外用剤依存症についてもっと学ぶためには

http://itsan.org/research-and-resources.html#Dr._Marvin_Rapaport にアクセスしてくださ

い。 

 

国際的ステロイド外用剤依存症ネットワーク ITSANは UCLAメディカルセンターの正教授であり、この分野で国の専門

家である皮膚科医のマーヴイン・ラパポート医師により正式に共同設立されました。 

 

共同設立者で代表であるケリー・パレスはラパホート医師が治療し治癒した 2,000人の患者の一人です。 

 

100人以上のこの状況の患者さんたちのオンラインコミュニティーもまた ITSANの開始にあたってアイディア、お金や

激励という貢献をしました。 

 

詳細については、http://itsan.org page 2 of 2 をご覧ください 

 

http://itsan.org/research-and-resources.html#Dr._Marvin_Rapaport
http://itsan.org/

